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1500 年頃から紀元前 1000 年頃）、２期（紀元前 1000 年頃から紀元前 500 年頃）、３a 期（紀元前 500 年頃から























で生産が開始されるプロトタイプ段階、②紀元前 500 年頃から紀元前 300 年頃の南シナ海沿岸部で台湾ネフ
ライトを用いる初期優品段階、③紀元前４世紀以降のベトナム中部、ベトナム南部、タイ中部、タイ南部で在地
製作化が進む初期在地化段階④耳飾製作者集団がそれぞれ独自の耳飾製作体系を保持する後期在地化段
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